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２０１８年全道研修会実施報告 
～見事な軍艦岩とテシオコザクラとオゼソウの群落を見学～ 

                             

相原繁喜 
 

１．日  程  2018 年 6月 4日(月)～6月 5 日(火) 

２．場  所     (1)中頓別鍾乳洞公園(枝幸郡中頓別町) 

                (2)北海道大学天塩研究林(幌延町問寒別) 

３．参 加 者  8 名(会員 5 名、一般 3 名) 

                 ・地域別～旭川 1名、札幌 4名、雄武 2 名、遠軽１名 

         ・年齢構成～20 代１名、50 代１名、60 代 2名、70 代 4名  

４．協  力  宿 泊：ピンネシリ温泉望岳荘(中頓別町敏音知 2 日目昼食含) 

                交 通：ＪＲ札幌・稚内間特急、宗谷バス・自家用車(乗り合わせ) 

研究林入林申請：現地会員(三浦氏) 

                観察コース下見：(5/26)現地会員・副会長(1)・研修担当(1) 

５．観察コース  ①宗谷自然学校(中頓別町)職員 2 名～１日目昼食・現地案内 

                ②中頓別鍾乳洞公園(中頓別町旭台) 

                   ～各種 6月期の植物、石灰岩鍾乳洞・奇岩(軍艦岩) 

         ③北大天塩研究林～技術専門職員案内 

                   ～テシオコザクラ・オゼソウ(ﾃｼｵｿｳ)群生地、アカエゾマツ林他 

６．報 告 

  第１日目、天気晴れ。昭和８年北海道で最初に発見された中頓別鍾乳洞は、石灰岩に貝殻片(ホ

タテ貝やフジツボ類)が密集して出来た約一千万年前の地層の中に発達した鍾乳洞である。確かに

鍾乳洞内の気温は 12 度ほどで冷気が感じられ、岩肌には貝化石片が多数見られた。貝殻石灰岩は

溶食(浸食)を受けやすく、観察路内にはド

リーネと呼ばれるすり鉢状の窪地があり、

地下水となって鍾乳洞につながる地表水

(雨水他)の入口となっているのが観察で

きた。次に園内では地殻変動で隆起した石

灰岩が長い年月をかけて溶食を受け、軍艦

岩と呼ばれる硬い部分が残った見事な巨

岩があった。その岩肌には水流の浸食が痕

跡として残っていた。また、観察路には、

エゾノリュウキンカ、エゾノレイジンソ

ウ、オクエゾサイシン、マムシグサ、アオ

チドリ、ハクサンチドリ、ルイヨウショウ

マ、クルマバツクバネソウ、エゾワサビ、

オオバタケシマランなど、花をつけたもの

も多く種々の植物を観察できた。 

   

  第 2 日目も天候に恵まれ、アカエゾマツ林が広がる知駒岳を望みながら道々785 号線を進み、北

大天塩研究林入口に到着。次に天塩川水系パンケルペシュペ川を渡り、歩道入口から約 1.6km 川沿

いを進んでテシオコザクラとオゼソウの群生地に到着。開花のピークは過ぎていたが、咲き残って

いたテシオコザクラやオゼソウを堪能することが出来た。それらは日射しを避けるように、河川付

近の蛇紋岩質土壌の斜面崩壊地に群生していた。歩道沿いでは、蛇紋岩地域特有種も含め、アポイ

タチツボスミレ、エゾミヤマクワガタ、アカミノイヌツゲ、コヨウラクツツジ、イソツツジ、ハク

サンチドリ、ワラビ、シロウマアサツキ、ツバメオモト、ミツバオウレン、ヒメナツドウダイ、エ

ゾタカネニガナなどを観察できた。 

軍艦岩の前に一列に整列 
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 また、テシオコザクラ群生地の河原では、暗緑色の新鮮な蛇紋岩が多く見られ、磁鉄鉱の鉄分や

マグネシウムを多く含むことから、持参した

紐につるした磁石がよく吸い付いた。 

  

 ７．研修を終えて  

 今回の研修会の実施に当たっては、受入決

定が 5 月に入っていたことや引率案内人員が

途中で変更になったこと、更に参加者が少人

数でバスの手配が難しくなったことなど、諸

課題があったが、本会役員の皆さまのご理解

と参加者のご協力により、所期の目的に近づ

けることが出来、誠に幸いである。 

 今後も従来の実績を踏まえ、本会の組織を

生かした全道的な意義ある研修会を計画的に

推進すべきであると、帰途参加者の笑顔を拝

見しながら改めて感じた。 

 

 
 
 

 

2018 年 全道研修会（道央ブロック担当）報告 
北海道博物館主催「松浦武四郎特別展」及び「常設展」見学 

                            

                            横山武彦 
 

  
今年は「北海道」の命名から 150 年、名付け親ともいわれる松浦武四郎を知る特別展示が北海道

博物館（札幌市厚別区厚別町小野幌 53-2）で開催されていることから、今年度２回目の全道研修は、

2018 年 7 月 13 日（金）、開催中の「松浦武四郎特別展」と「常設展」の見学をテーマに実施されま

した。参加者は 21 名でした。 

 午前は「松浦武四郎特別展」見学。博物館学芸主幹で近世・近代の歴史が専門の三浦泰之氏から

この特別展開催の意義と松浦武四郎の人物像、略歴、６度の蝦夷地踏査（一部、樺太・国後・択捉

を含む）、明治維新の志士との交流、アイヌとの交流や施策への諸提言などについてグループレク

チャーを受けた後、2時間、各自展示を見学しました。武四郎自筆の野帳や地図、スケッチ、蝦夷

地踏査の記録をまとめた日誌や報告、書簡、蒐集品など膨大な資料の展示に、参加者からは再度訪

れてゆっくり見たいとの声も多くありました。 

 午後は「常設展示」を見学。博物館学芸主幹で考古学が専門の右代啓視氏が各展示について順次

解説。北海道の先史時代の旧石器〜縄文〜続縄文〜擦文・・と続く北海道の気候変化とマンモス象・

ナウマン象などの移動、狩猟・採集生活と石器・土器や生活用具・副装品などの変遷と衣食住や精

神文化の関連について、参加者からの質問にも答えていただきました。常設展の展示の半分に満た

ない明治以前の交易についての展示のところで見学ツアーの予定時刻を過ぎたため、右代氏による

解説付き見学を終了。残りは参加者の自主見学とし、流れ解散として研修会を終えました。 

 
 
 
 
 

オゼソウの群生地で 
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森と池の生き物たちを観察しよう 
～親子夏休み自然観察会～報告 

 
実行委員長 三澤英一 

 

 
 
 
 
 
 

  

 7 月 28 日、札幌市北方自然教育園で親子夏休み自然観察会を開催しました。小学 1、3 年生の兄弟親

子と小学 6年生親子の 2 組と参加者は少なかったものの、天候に恵まれ、午前中は自然観察林（森）と

池（水辺）での観察・採取、昼食をはさみ午後からは観察会の記録まとめと発表を行いました。以下は

参加者の原田君の感想文です。 

 

 注）原田君は、この観察会で学んだことをもとに夏休みの自由研究にして学校に提出。さらに北海道

自然保護協会の夏休み自然観察記録コンク－ルにも応募しました（結果は 8 月末段階で不明）。 

 

【反省】 

 今回も参加者は小学生 3 名と少数でした。その理由として、①広報のしかた：ウォッチングガイドや

本会の自然観察会スケジュ－ルには載ってはいますが、積極的に情報収集しないかぎり情報が得られに

くいと思われます。昨年の観察会も会員の掘り起こしでの参加でした。②他の小学生向け親子観察会と

の競合：野幌森林公園ふれあい交流館の「めざせ虫博士」や札幌市公園緑協会の「ひらおか自然まるご

と探検隊」は同じ日の開催でした。③自然教育園の協力体制：林内歩道の整備、池の水際の草刈りなど

観察しやすい環境づくりや採集用具・文具の提供、研修室の提供など施設側の協力があり助かりました。 

なお今回は教育園との共催との開催とはなりませんでした。 

【課題】 

➀新聞や市の広報誌などを通じての募集活動が必

要と思います。また周辺の小学校や南区民センタ

－・町センなどにポスタ－掲示やチラシの配布など

も必要です。②小学校が夏休みの時期となると、7

月第 4週か 8月第 1週の土日しかありません。この

時期は他団体の小学生向けの観察会と重なる恐れ

がありますがやむなしでしょう。③来年は早めに北

方自然教育園に共催申請をし、教育園のＨＰにのせ

てもらうなどの協力をお願いしたいと思います。 

  最大限受け入れ可能な小学生の数は 10名以内。

それ以上になると観察場所のサイズや危険防止な

どから対応は難しいと思われます。来年の募集で

は、「先着親子 10 組まで」と明記することも必要

でしょう。                                     

  北方自然教育園は自然の生き物や植物がいる所です。ここで見たおもしろい生き物を書きたいと思

います。 

 まず、最初に見た植物はトチノキという木です。トチノキの葉を見たとき「どこが一枚の葉でしょ

う」とガイドさんに聞かれました。私は、茎につながっている葉っぱ一枚一枚が葉だと思っていまし

たが、正解は茎につながっている葉っぱの部分全体だったのでおどろきました。次に見たのはオニグ

ルミという木です。この木は葉の取れた所をみると、その取れた部分がサルの顔のような形をしてい

ました。カマキリやヤギの顔にも似ていました。 

 森の中を出ると池があります。池の中でみためずらしい生き物はコオイムシという生き物です。私

がつかまえたコオイムシはメスでしたが、オスはたまごを背中にせおっているそうです。学習館の中

には蚕、カブトムシやトカゲなどのたくさんの生き物がいました。他にもコオロギだけの部屋もあり

ました。 

 植物や生き物の本ではのっていないようなことをガイドさんに教えてもらったことが面白かった

です。自然観察会に参加してよかったです。自由研究でもさらにくわしく調べました。また行ってみ

たいと思いました。                     原田健光（厚別通小学校6年） 
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野生の「睡蓮」とは？ 
 

札幌市博物館活動センター 学芸員 山崎真実 

 
 水草（みずくさ）を描いた世界的に有名な絵画といえば、フ

ランスの印象派の画家モネの「睡蓮（すいれん）」があります。

日本でも昔から金魚鉢に「金魚藻」を入れたり、最近では“癒

し”をうたった手軽な水草栽培セットがあったり、水草は風景

の一部として、人々に認識されているようです。しかし、ハス

（蓮根）やジュンサイ、イネ（米）など食用・鑑賞用になるも

の以外は、個別に識別して認識することはほとんど無いかと思

います。そのせいか、水草の観察・解説をすると、参加者から

「水草って、金魚藻だけではなく、いろいろな種類があるんで

すね」という声を頂くこともあります。 

日本の“野生の水草”はおよそ 200 種類とされ、そのうち北

海道には 100 種類ほどがあります（湿生植物を含めず、狭義の

水草で考えた場合）。それらは、私たちが見向きもしないような

沼や水路から湧き水を源流とする清流に至るまで、さまざまな

場所で生きています。そして、それぞれが特徴ある生き方をし

ています。例えば、水の流れに乗って受粉する種類があったり、

水深の変化に合わせて短期間で体の形を変化させたり、陸上の

植物と比べると水草は数々の「離れ技」を見せてくれます。そ

んな興味深い植物ですが、観察や調査となると、種類の見分け

が難しく、特に水中のものは見つけにくいため、見過ごされて

しまいます。せめて見ごたえのある花ならよいのですが、多く

の水草の花はシンプルで、花は数ミリ～数センチと小型、花び

らの色は白や緑で、花びらが退化するなど、繁殖に必要最低限

の部分しか備えていません。 

その中にあって、花や葉が大きく見つけやすいのがスイレン

科です。スイレン科の学名 Nymphaeaceae も“妖精”という意味

のラテン語に由来するほどで、水草界のきれいどころが集まっ

ています。日本のスイレン科には、ヒツジグサ属、コウホネ属、

オニバス属の 3 つのグループが含まれます。本稿では、いわゆ

る睡蓮が含まれるヒツジグサ属について、北海道内での観察に

役立つであろう特徴と見分け方を簡単に紹介します。（以下、表

現としてスイレンと睡蓮が出てきますが、生物学的な個称を表

す場合は片仮名で表記し、一般的な通称やイメージを表現する

場合は漢字にしています。） 

 

◆ヒツジグサと園芸スイレン 

 日本にもともと自生するヒツジグサ属は、ヒツジグサ 1 種だ

けです。葉と花は水面に浮き、花の色は白で、ピンクや黄色は

ありません。花のサイズは直径 5 センチから 10 センチ弱です。

湿地に生え、かつては札幌周辺の平野部でも見られました。 

一方、道内各地の湖沼の風景を彩っているのが、外来種の園

芸スイレンです。観光名所となっている場所もあり、もともと

自生していたものと勘違いされることもあるようです。しかし、

写真：園芸スイレン 

写真：ヒツジグサ。真上から撮影。 

写真：コウホネ属 

写真：ヒツジグサ属 
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上記の在来のヒツジグサに比べて、花が直径 10～15 センチと

大きく、花の色も赤紫や純白、レモンイエローなど艶やかで

す。ホームセンターで「温帯スイレン」という名前で売られ

ています。また、殖え方にも違いがあり、ヒツジグサはあま

り根茎を伸ばしませんが、園芸スイレンは横に長く根茎をの

ばし、そこに新しい株が次々とできて成長し水面を広く覆う

ように密生します。さらに、ヒツジグサは湿原など水中の栄

養分の少ない環境（貧栄養な水質）を好みますが、園芸スイ

レンはあまり場所を選びません。 

 冒頭のモネの絵画があまりに有名なので、睡蓮と言えば淡

いピンクの花をイメージするかもしれませんが、日本の風景で

は本来は見られない風景なのです。花に罪は無いのですが、この園芸スイレンが日本各地の自然湖

沼で繁茂してしまう例が後を絶ちません。一般にはヒツジグサだけを分けて認識している人は少な

く、同じような形のものは全て「睡蓮」として見ているため、自生種との混同が起きています。こ

の誤解を避ける意味でも、最近の水草関係の図鑑や報告記録では外来のヒツジグサ属は「園芸スイ

レン」と表記して区別されています。 

 

◆睡蓮と蓮（はす）は別の植物です 

睡蓮と蓮は、「水草と言ったらこれ！」というくらい水草の

一般的なイメージとして定着しているかと思います。見た目

にも水の上に比較的大きな花が咲くこともあり、睡蓮と蓮は

同じものと誤解を招きやすいようです。しかし、ハスはスイ

レン科ではなくハス科ハスという別の植物です。 

大きな違いは葉の形状で、スイレン科ヒツジグサ属は V 字

の切れ込みのある円い葉が水面に浮くのに対して、ハス科ハ

スは葉に切れ込みが無く円い平皿のような形で、水面から 1

メートルほど直立した茎に葉と花をつけます。なお、北海道内の

ハスは園芸スイレンと同じく、人間が植えたもので自生はありま

せん。 

 

◆水草に視線を！ 

水草の生息地は、様々な理由で全国的に減っています。そのため、

絶滅危惧種になっているものも多くあります。その一方で、水辺の植

物を気に留める人が増えてきた（？）ことで、チシマミズハコベ、ウ

キミクリ、ヒナミクリなど道内で新たな生息地が見つかっているもの

もあります。 

かつて日本は「豊葦原瑞穂国」(とよあしはらみずほのくに)と言わ

れたほど、豊かな水とそこに育つ植物が人々の生活の近くにありまし

た。札幌も石狩湿原の一部だった場所で、今も私たちの生活圏の意外

と近くに水辺があります。ただ、水草は整備された場所よりは、野性

味あふれる水辺のほうが多くの種類が観察できます。ぜひ、夏の野外

活動にお出かけの際には、水中の植物にも目を向けていただければと

思います。新たな発見ができるかもしれません。 

 

※スイレン科のオニバス属は、北海道には分布しません。 

 

 

 

写真：ハスの葉。直立する

葉と同時に、水面に

浮く葉もつける。 

写真：ハスの花 

写真：園芸スイレンの群生 

5cm 
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礼文島訪問記 
千歳市 行徳真一 

 
今年の 8月上旬に、仕事の一環でしたが機会がありまして礼文島に行って参りました。礼文島は

日本の最北にある離島ですが、別名「花の浮島」と呼ばれています。それは何故かというと、会員

の皆様でお花好きの方ならば、今更説明は要らないとは思いますが、簡単に説明しますと、日本で

一番北の島という立地条件から、海抜 0メートルから高山植物が咲くと言う、礼文島独特の植生が

見られるからです。花の開花シーズンは 6月上旬からで、その頃からハイキングやトレッキング客

で賑わう島であります。私が聞いた限りでは、お花の見頃は 6月頃から 8月頃までだそうです。開

花シーズンになると、島内に咲き誇るお花の種類は約 300 種類にもおよぶと言われておりますが、

特にその中で礼文島固有種のレブンアツモリソウやレブンウスユキソウ、レブンキンバイソウなど

が 有 名 で

す。滅多に

訪 れ る こ

と が で き

な い 島 だ

けに、もし

行 く の な

ら 目 い っ

ぱ い 楽 し

み た い で

すよね。今

回は「花の

浮島」と呼

ば れ る 礼

文 島 を 私

が 体 験 で

きた範囲でザックリとご紹介いたしますので、いつか行きたいと思っている皆さまの参考になれば

幸いです。 

私は、礼文島トレイルマップ（ http://www.rebun-island.jp/welcome/trekking.pdf ）に掲載

され、島の南端部のトレッキングコースである「桃岩展望台コース」を仕事の合間をぬって実際に

散策してきました。散策した日はあいにくの天候で、コースは深い霧に包まれていました。桃岩展 

望台コースの標準的な所要時間は、片道約 140 分ですが、私は駆け足で廻りましたので約 3時間で

往復してきました。そのなかで観察できたのは、レブンウスユキソウ、レブンキンバイソウ、エゾ

ノイブキトラノオ、チシマフウロ、エゾニュウ、レブンシオガマ、エゾカワラナデシコ、オニシモ

ツケ、エゾカンゾウ、オオダイコンソウ、エゾノコギリソウ、トウゲブキ、イブキジャコウソウ、

ツリガネニンジンなどでした。残念ながら礼文島固有種であるレブンアツモリソウは、開花シーズ

ンではなく群生地でもありませんでしたので、観察することはできませんでした。なお、礼文町で

経営する高山植物園に行くと、8 月中旬までは温度管理されたレブンアツモリソウが観察できるそ

うです。初めて来島するお客が実際に散策するのであれば、香深港フェリーターミナル内部の一角

にある「礼文なんでも情報発信局」で情報収集するのがおすすめです。そこでは、トレッキング客

によるお花の目撃情報が知り得ることができますので、見頃を迎えているお花の情報が収集できま

すよ。 

香深港フェリーターミナル内部の「礼文なんでも情報発信局」。ここでお花の目撃情報が収集可

能です。 
自然観察 126 号(7) 
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アライグマがやって来た 
余市町 鳥澤哲子 

 

 昨年（2017 年）5 月中旬の夕暮れどき、カーテンを閉めようとしたところ、我が家の庭を１匹の

アライグマが歩いて行きました(写真 1）。猫よりも大きくてずんぐり丸い感じで、シマシマの尻尾。

体長は 60ｃｍ程でしょうか。薄明りの中、可愛らしい顔立ちも分かる程度の速さで通り過ぎて行

きました。キツネは時々見かけていたので、アライグマも

その日偶然に通り掛かったのだろうと思っていました。 

ところが、翌日も同じ位の時間に同じ方向へ向かって歩

いて行くので、外に見に行ってみました。アライグマは近

くの側溝（幅、深さ共に約１ｍ）に降りて行って、なんと

底に溜まっている水で手を擦り合わせていました。「本当

に洗っている！」何を洗っているのかは分かりませんでし

たが。アライグマの名前は前足で物を洗うような動作をす

ることから付いた、英名の「raccon（手を擦り合わせる）」からきているそうです。すぐに側溝の

トンネル状になっている部分に入ってしまったので、その後は観察できませんでした。 

 しかし、その日以降も同じ時刻に同じ方向からやって来たので、ねぐらが近くにあるのかもしれ

ないと思い観察していると、すぐ裏の空き家が棲み処になっていて、その壊れた窓から出入りして

いる事が分かりました（写真 2）。空き家の持ち主に連絡したところ、間もなく余市町の職員が来て、

アライグマの捕獲用の箱わなを設置して行きました。   

 余市では、農家の畑のイチゴをへたの部分だけ残してきれいに食べてしまうとか、トウモロコシ

の皮も上手に剥いて食べていたなど、農作物への被害は随分前から聞いていましたが、実際にアラ

イグマを見たことはありませんでした。アライグマは夜行性のため、行動を始めるのは日没後薄暗

くなってから日が昇る前までの時間帯らしく、身近にいても今まで気が付かなかっただけなのかも

しれません。 

北海道環境生活部環境局生物多様性保全課のホームページ (http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/s

kn/alien/araiguma/araiguma_top.htm 2018 年 7 月 22 日閲覧）を見ると、アライグマの生息・目

撃情報のある市町村数が平成 4 年度には 13 市町村でしたが、平成 9年度には 24 市町村に増え、初

めて 9 頭の捕獲数が棒グラフに表れています。そして平成 28 年度のアライグマの生息・目撃情報

のある市町村数は 149 市町村に増え、平成 28 年度の全道の捕

獲数は 12、354 頭となっています。また平成 28 年度の捕獲数

で最も多い地域（振興局別）は空知地方、次いで胆振地方と

なっています。 

 アライグマは北米原産の動物で、昭和 55（1977）年に放映

されたテレビアニメがきっかけとなってペットとして大人気

となり、多い年では年間 1、500 頭もの個体が輸入され盛んに

飼育されたそうです。しかし、その後逃げ出したり捨てられ

たりして野生化したものが、生息域を拡大していったと考え

られています。 

 平成 17（2005）年に「特定外来生物法による生態系等に係

る被害の防止に関する法律（外来生物法）」が施行され、アライグマも特に侵略的な外来種「特定

外来種」に指定されています。翌年 4月に北海道が「北海道アライグマ防除実施計画」を策定して、

今後の対策の進め方についてホームページ（同上記）に載せています。私が見たアライグマは、結

局わなに入ることはなく、その後１か月程でねぐらにしていた空き家が取り壊されて、行方知れず

となりました。さまざまな動植物を幅広く捕食する雑食性を持つと言われるアライグマは、エゾア

カガエルやエゾサンショウウオなどの両生類をはじめ、在来生物への影響も報告されているそうで

す。アライグマが爆発的に増えて大きな問題となっている今、自分たち人間の責任を痛感せざるを

えないとともに、我が家にやって来たアライグマが捕まらずにホッとしてしまったのは確かで、と

ても複雑な気持ちになりました。 

自然観察 126 号(8) 
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クリンソウのこと 
 

北見市 竹林順子 

 
 毎年 4月の末、端野のカタクリの森に可憐なカタクリの花が咲く。そのカタクリの咲く山の斜面

に続く林道のあちこちにクリンソウの若芽が顔を出す。やがて、カタクリの花が咲き終わり 3陵形

の実をつける 5月中旬になるとクリンソウの花が咲き始める。人がほとんど入らないカタクリの森

では数 10m の林道を埋め尽くすほどの勢いになる。今は乾燥して環境が変わってきたが、少し前ま

では、ローズ色のクリンソウと白いコンロンソウが競い合うように混在して咲き、それは見事な光 

景だった。 

 そして、私の家の庭の側に湿地を好むクリンソウにピッタリの今は使われていない排水

路がある。そこに実家から 3株のクリンソウをもらい植えた。雑草を取り手入れを続けて

いたら今年は何と 23 株に増え、6月下旬までお花見を楽しんだ。大切に愛でてゆきたい。 

 

 

 

 

 

 

2018 北海道自然観察協議会指導員フォローアップ研修会 
 

💛日時 平成 30 年 11 月 17 日(土) 18 時～20 時 

💛場所 札幌エルプラザ 2階・環境研修室 1(札幌市中央区北 8条西 3丁目) 

💛参加費 300 円 

💛研修内容 

 ・テーマ『失敗談から学ぶ観察会の開き方』 

 2 人の指導員から「ここがうまくゆかなかった観察会実施の反省点」と題して話題提供を受けた

後、「失敗談から学ぶ観察会の開き方とは」について参加者全員で経験交流・フリートーキングを

行います。参加希望の方は、村元(℡011-694-5907、e-mail  cin55400@rio.odn.ne.jp)までご連絡く

ださい。 

 

催し物のご案内 

観
察
部
か
ら
の
お
願
い 

観
察
部
で
は
、
全
道
各
地
の
皆
さ
ん
か
ら
来
年
度
の
観

察
会
企
画
を
広
く
募
集
し
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
観
察
会
予
定
表
に
準
じ
、｢

月

日｣

・「
観
察
地
」・「
テ
ー
マ
」・「
集
合
場
所
・
時
刻
」・「
交

通
機
関
」・「
連
絡
先
」
等
の
各
項
目
を
記
載
し
左
記
宛
て

郵
送
、
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

保
険
適
用
（
観
察
会
集
合
場
所
か
ら
解
散
場
所
ま
で
）
の

関
係
上
、
参
加
者
を
観
察
会
開
催
地
ま
で
指
導
員
の
車
に

同
乗
さ
せ
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
認
め
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
企
画
立
案
の
際
に
は
ご
留
意
願
い
ま
す
。 

募
集
期
間
は
、
12
月
31
日
ま
で
と
し
、
観
察
部
会
に

て
日
程
調
整
な
ど
の
検
討
を
加
え
た
上
で
、
来
年
2
月
の

理
事
会
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。 

な
お
、
追
加
お
よ
び
訂
正
は
、
1
月
末
ま
で
受
付
い
た

し
ま
す
。
観
察
部 

山
形
誠
一 

〒 

０
６
４-

０
９
４
６ 

札
幌
市
中
央
区
双
子
山
1
丁
目
１
２-

１
４ 
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観
察
会
参
加
費
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

従
来
、
観
察
会
参
加
費
の
中
か
ら
、
資
料
代
、
参
加
者

名
簿
の
郵
送
費
な
ど
観
察
会
に
関
わ
る
必
要
経
費
を
差

し
引
い
て
、
残
金
を
観
察
部
会
計
へ
振
り
込
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
赤
字
と
な
る
観
察
会
が
あ
る
こ
と
や
、

会
員
数
の
減
少
、
諸
経
費
の
値
上
が
り
な
ど
を
受
け
て
、

現
在
理
事
会
に
お
い
て
、
観
察
会
参
加
費
の
値
上
げ
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
来
年
4
月
の

総
会
に
お
い
て
承
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
は

別
に
、
す
で
に
一
部
の
観
察
会
で
は
、
独
自
の
参
加
費
を

設
定
し
て
い
る
観
察
会
も
在
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
観
察

会
企
画
の
中
で
、
博
物
館
や
資
料
館
へ
の
入
館
を
含
ん
で

い
る
際
の
入
館
料
、
ま
た
下
見
の
際
の
諸
経
費
な
ど
、
前

も
っ
て
支
出
の
見
込
ま
れ
る
観
察
会
企
画
に
関
し
て
は
、

良
識
の
範
囲
内
で
独
自
に
参
加
費
を
設
定
し
て
い
た
だ

き
、
観
察
部
の
ほ
う
へ
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
来
年
度
観
察
会
予
定
表
か
ら
「
集
合
場
所
・
時
刻
・

注
意
事
項
」
欄
へ
の
記
載
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
件
に
関
し
て
ご
意
見
、
ご
質
問
の
あ
る
方

は
、
観
察
部
山
形
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 
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旭
川
市 

嵐
山
公
園
観
察
会 

 
 
 

２
０
１
８
・
３
・
18 

 
3
・
18
（
日
）、
晴
、
時
々
風
（
5

ｍ
／
ｓ
）
あ
っ
て
寒
く
感
じ
る
と
き

も
あ
っ
た
が
、
お
お
む
ね
良
好
の
観

察
日
和
。
参
加
者
・
自
然
観
察
指
導

員
各
9
名
と
ち
ょ
う
ど
観
察
会
に
は

手
頃
な
人
数
に
感
じ
た
次
第
。 

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
観
察
会
・
出
発

9
：
00
だ
が
、
装
着
時
間
を
見
込
ん

で
早
め
の
集
合
を
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
全
員
が
出
発
前
に
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
を
装
着
済
み
で
、
運
営
は
楽
だ
っ

た
と
い
え
る
か
も
。
挨
拶
の
中
で
、

本
日
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
エ
ゾ
シ
カ
・
食

害
・
樹
木
・
鳥
類
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、

準
備
体
操
後
に
2
班
（
１
班
柳
田
和

美
、
2
班
山
本
牧
）
に
分
け
て
出
発
。

参
加
し
た
自
然
観
察
指
導
員
も
そ
れ

ぞ
れ
の
班
に
入
っ
て
も
ら
う
。
下
見

（
3
・
11
）
5
人
で
終
わ
っ
て
か
ら
、

上
記
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
決
め
て
い
た

が
、
本
番
で
も
ほ
ぼ
キ
ー
ワ
ー
ド
通

り
の
自
然
観
察
会
と
な
っ
た
。 

9
：
00
～
12
：
00
の
予
定
だ
っ

た
が
、
柳
田
の
勘
違
い
か
ら
１
時
間

も
早
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
（
9
：

00-

11
：
00
終
了
）。
嵐
山
展
望
台
で

１
班
と
2
班
を
入
れ
替
え
て
2
班

か
ら
下
山
。
標
高
差
150
ｍ
、
歩
行
距
離

約
1.8

ｋｍ 

1
班
は
先
行
し
て
い
た
せ
い
も
あ
っ

て
、「
生
き
た
」
エ
ゾ
シ
カ
御
一
行
を
カ
ウ

ン
ト
す
る
と
、
総
数
50
頭
以
上
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
足
跡
と
か
糞
・
獣
毛
（
早

い
個
体
で
は
毛
が
生
え
換
わ
っ
て
き
て
い

る
ら
し
い
）
に
も
「
恵
ま
れ
」
、
樹
皮
が
し

っ
か
り
と
食
害
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
あ
き

れ
る
ほ
ど
多
数
存
在
す
る
の
で
、
探
す
手

間
は
い
ら
な
か
っ
た
。
エ
ゾ
シ
カ
の
角
擦

り
跡
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
2
班
で
は

１
班
が
エ
ゾ
シ
カ
を
「
蹴
散
ら
し
て
」
移

動
す
る
の
で
、
確
認
頭
数
が
か
な
り
少
な

か
っ
た
と
の
こ
と
。
冬
芽
や
植
物
の
種
子

が
残
っ
て
い
る
も
の
な
ど
の
説
明
が
あ
ま

り
し
な
か
っ
た
が
、
エ
ゾ
シ
カ
に
圧
倒
さ

れ
、
興
味
・
関
心
の
中
心
と
な
っ
た
観
察

会
で
す
。 

食
害
樹
木
は
、
オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ
・
ハ
ル

ニ
レ
・
ア
ズ
キ
ナ
シ
・
ミ
ズ
キ
・
ヤ
マ
グ

ワ
・
ニ
ガ
キ
・
シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
で
あ
り
、

す
べ
て
説
明
出
来
た
訳
で
は
な
か
っ
た
が
、

参
加
者
の
中
に
樹
木
に
詳
し
い
方
が
い
た

の
で
、
そ
の
方
の
説
明
（
ニ
ガ
キ
等
）
も

取
り
入
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

鳥
類
も
予
想
外
の
種
（
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ
）

も
至
近
距
離
に
出
て
、
そ
れ
な
り
に
盛
り

上
が
る
。
特
に
前
半
に
ヒ
ヨ
ド
リ
・
ト
ビ
・

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
・
コ
ゲ
ラ
・
ア
カ
ゲ
ラ
・

ヤ
マ
ゲ
ラ
・
キ
バ
シ
リ
な
ど
が
鳴
声
も
入

れ
る
と
確
認
で
き
た
。
キ
ツ
ツ
キ
類
で
は

古
い
巣
穴
・
採
餌
痕
な
ど
も
確
認
。 

後
半
で
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
20
羽
ほ
ど
の
編

隊
が
上
空
通
過
、
エ
ナ
ガ
・
ヤ
マ
ガ
ラ
（
参

加
者
が
確
認
）
・
フ
ク
ロ
ウ
も
確
認
で
き
、

な
か
な
か
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

（
柳
田
和
美
） 

  

小
樽
市 

「
旭
展
望
台
」
観
察
会

２
０
１
８
・
４
・
29 

  

天
候
に
恵
ま
れ
た
中
、
旭
展
望
台
を

目
指
し
商
業
高
校
前
を
出
発
。
エ
ゾ
タ

ン
ポ
ポ
、
エ
ゾ
イ
ラ
ク
サ
、
シ
ウ
リ
ザ

ク
ラ
、
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
、
エ
ン
レ
イ

ソ
ウ
、
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
な
ど
を
見
な
が

ら
、
所
々
で
参
加
者
の
皆
さ
ん
方
に
、

ク
イ
ズ
形
式
で
質
問
を
出
し
て
答
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

め
ざ
す
カ
タ
ク
リ
の
花
は
、
遊
歩
道

の
中
で
見
事
な
群
落
で
咲
い
て
い
ま
し

た
。 最

後
に
、
解
散
地
点
の
小
林
多
喜
二

の
文
学
碑
の
前
で
、
文
学
に
詳
し
い
指

導
員
に
よ
る
説
明
と
朗
読
を
聞
き
解
散

と
な
り
ま
し
た
。 

 

(

日
下
部 

久) 

  

札
幌
市
北
区 

「
春
の
北
大
構

内
」
観
察
会 

 
 
 
 

 
 

２
０
１
８
・
４
・
29 

  

動
き
始
め
た
生
き
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
満
た
さ
れ
た
風
情
の
観
察
会
で
し
た
。 

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ネ
グ
ン
ド
カ
エ
デ
の

雄
花
に
、
珍
し
い
と
す
る
参
加
者
に
思

わ
ず
「
困
っ
た
木
」
と
、
声
を
か
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。
設
置
さ
れ
た
か
ん
ら

ん
岩
か
ら
、
ア
ポ
イ
岳
を
登
っ
て
も
固

有
種
が
見
つ
か
ら
な
い
と
嘆
き
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
毒
草
の
芽
出
し
を
探

し
な
が
ら
、
キ
バ
ナ
ノ
ア
マ
ナ
、
ヒ
メ

オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
、
フ
キ
タ
ン
ポ
ポ
、
ア

ズ
マ
イ
チ
ゲ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
、
エ
ゾ
エ

ン
ゴ
サ
ク
、
ニ
オ
イ
ス
ミ
レ
、
タ
チ
ツ

ボ
ス
ミ
レ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
ル
ブ
ル

ム
カ
エ
デ
、
ト
サ
ミ
ズ
キ
、
ヤ
ナ
ギ
、

レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
ネ
グ
ン
ド
カ
エ
デ
、
キ

タ
コ
ブ
シ
、
ハ
ル
ニ
レ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、

チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

マ
ン
サ
ク
、
エ
ゾ
ニ
ワ
ト
コ
（
蕾
）
な

ど
の
花
を
観
ま
し
た
。
遺
跡
保
存
庭
園

で
北
大
の
校
章
の
オ
オ
バ
ナ
エ
ン
レ
イ

ソ
ウ
が
一
輪
咲
い
て
い
ま
し
た
。 

(

須
田 

節) 

 

 

恵
庭
市 

「
恵
庭
公
園
」
観
察
会 

２
０
１
８
・
5
・
12 

 

春
の
緑
に
つ
つ
ま
れ
て 

 
嵐山公園自然観察会 

自然観察 126 号(10) 



 

快
晴
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。 

春
の
緑
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
、
ス
タ

ー
ト
。 

ま
ず
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
の
群
落
が
ち
ょ

う
ど
満
開
で
見
事
で
し
た
。 

オ
オ
バ
ナ
ノ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
ホ
ソ
バ

ノ
ア
マ
ナ
な
ど
の
白
い
色
の
中
に
、
名

残
の
エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク
の
青
紫
が
色
彩

を
添
え
て
い
ま
し
た
。 

ク
ロ
ツ
グ
ミ
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
、 

ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ
、
キ
ビ
タ
キ
の
声

を
聴
き
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
観
察
会
を

終
え
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
(

富
田
智
恵) 

  

苫
小
牧
市 

「
春
の
錦
大
沼
」
観

察
会 

２
０
１
８
・
5
・
13 

 

朝
か
ら
の
雨
。
札
幌
や
恵
庭
か
ら
参

加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
は
、
苫
小
牧
と

の
差
、
温
度
や
地
形
、
地
質
、
植
物
の

育
ち
方
な
ど
に
詳
し
く
、
苫
小
牧
の
特

異
性
、
地
域
性
に
好
意
を
持
っ
て
観
察

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

春
の
花
が
咲
き
始
め
、
ホ
ソ
バ
ノ
ア

マ
ナ
、
ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
ス
ミ

レ
類
、
セ
ン
ト
ウ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
イ
チ
ゲ
、

ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
、
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
セ

ン
ボ
ン
ヤ
リ
な
ど
が
楽
し
め
ま
し
た
。 

ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
は
終

わ
っ
た
よ
う
で
す
。 

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
忙
し
く
な
り
ま

す
。
木
々
や
草
花
に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。 

頑
張
っ
て
見
守
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 
 
 
  

 
 
 
(

白
崎 

均) 

 

 

サ
ロ
マ
湖
周
辺 

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
」

観
察
会 

２
０
１
８
・
5
・
20 

 

5
月
20
日
、
春
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
観
察

会
の
初
回
を
無
事
終
了
。 

観
察
地
１
．
湧
別
川
河
口
岸
辺
の
カ
ワ

ウ
コ
ロ
ニ
ー
。
3
月
下
旬
頃
産
卵
し
育

雛
に
励
む
約
200
羽
の
カ
ワ
ウ
を
観
察
。 

2
．
河
口
海
岸
で
砂
鉄
を
手
が
か
り
に

自
由
観
察
。
そ
の
供
給
源
と
な
る
黒
曜

石
や
玄
武
岩
の
山
と
海
を
つ
な
ぐ
湧
別

川
の
働
き
を
紹
介
。
珍
し
い
エ
イ
の
卵

殻
も
発
見
さ
れ
交
流
。 

3
．
鶴
沼
の
岸
辺
で
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
孵
化
す
る
直
前
を
観
察
。
卵
嚢

付
近
の
水
と
湖
水
・
海
水
と
の
塩
分
を

測
定
比
較
。 

4
．
サ
ロ
マ
湖
畔
で
縄
文
海
進
時
の
海

成
段
丘
を
観
察
。 

5
．
海
底
混
濁
流
に
よ
る
砂
泥
岩
の
互

層
堆
積
露
頭
を
観
察
。
悠
久
の
時
と
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
地
の
動
き
を
感
得
。

６
．「
と
こ
ろ
遺
跡
」
の
森
で
オ
ホ
ー
ツ

ク
文
化
の
特
徴
と
縄
文
・
続
縄
文
・
擦

文
・
ト
ビ
ニ
タ
イ
・
ア
イ
ヌ
文
化
そ
れ

ぞ
れ
と
の
繫
が
り
を
遺
物
や
復
元
住
居

址
を
巡
っ
て
学
び
ま
し
た
。(

相
原
繁
喜) 

 

札
幌
市
清
田
区 

「
平
岡
公
園
」

観
察
会 

２
０
１
８
・
5
・
20 

湿
原
の
変
わ
る
様
子
を
見
よ
う 

晴
天
の
梅
祭
り
最
終
日
で
す
。 

春
紅
葉
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
ご
ろ
、

芽
吹
き
が
銀
白
色
の
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
、

オ
オ
バ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
、
コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ

ブ
ド
ウ
な
ど
の
中
に
平
岡
公
園
最
後
の

桜
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
す
が
す
が
し
い
。 

コ
ン
ロ
ン
ソ
ウ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、
レ

ン
プ
ク
ソ
ウ
、
ク
ゲ
ヌ
マ
ラ
ン
、
フ
デ

リ
ン
ド
ウ
、
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
、
マ
ム
シ

グ
サ
、
エ
ゾ
ニ
ワ
ト
コ
、
ア
オ
ダ
モ
の

花
。 

ア
オ
ジ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
セ
ン
ダ
イ

ム
シ
ク
イ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
ア
カ
ゲ
ラ
が

餌
運
び
に
一
生
懸
命
で
、
わ
れ
わ
れ
の

こ
と
な
ど
無
視
。 

楽
し
い
晩
春
の
観
察
会
で
し
た
。 

(

佐
藤
佑
一) 

 

 

旭
川
市
神
居
古
潭
観
察
会 

２
０
１
８
・
5
・
20 

 
石
狩
川
の
激
流
が
峡
谷
を
作
り
上
げ

た
神
居
古
潭
。
河
原
に
は
奇
岩
、
怪
岩

が
連
な
り
、
変
化
に
富
ん
だ
景
観
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
案
内
文
で
“
募
集
„
。

最
初
、
参
加
申
し
込
み
は
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
掲
載

さ
れ
た
り
、
当
日
「
野
鳥
の
会
」
の
方

の
参
加
も
あ
り
23
名(

う
ち
指
導
員
6

名)

で
実
施
。 

 

オ
オ
バ
ナ
ノ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
ヒ
ト

リ
シ
ズ
カ
、
カ
ム
イ
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
、

ブ
ミ
ア
ザ
ミ
、
ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ
な
ど
が

見
ら
れ
、
鳥
で
は
ム
シ
ク
イ
、
キ
ビ
タ

キ
な
ど
、
そ
し
て
隼(

ハ
ヤ
ブ
サ)

が
上

空
を
飛
ん
で
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

途
中
で
旭
川
と
深
川
の
境
界
線
を
越
え

た
神
居
岩(

233
ｍ)

頂
上
ま
で
登
り
ま
し

た
。
ヘ
ビ
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
何
匹

も
張
り
付
い
て
い
ま
し
た
。 

 

神
居
古
潭
の
観
察
会
は
、
旭
川
で
は

初
で
し
た
が
、
今
ま
で
の
観
察
会
に
は

無
い
様
々
な
も
の
が
見
れ
、
有
意
義
な

ひ
と
と
き
で
し
た
。 

 
(

原
部 

剛) 

  

札
幌
市
手
稲
区 

「
手
稲
山
」
観

察
会 

２
０
１
８
・
5
・
26 

 

森
の
息
吹
を
感
じ
よ
う 

少
し
肌
寒
い
日
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
参
加
さ
れ
た
方
は
、「
手
稲
市
民

の
森
」
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
咲

い
て
い
る
花
は
、
ヤ
ブ
ニ
ン
ジ
ン
、
ク

ル
バ
マ
ソ
ウ
、
マ
ム
シ
グ
サ
、
ル
イ
ヨ

ウ
ボ
タ
ン
、
ル
イ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
マ
、
ネ

コ
ノ
メ
ソ
ウ
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
マ

イ
ヅ
ル
ソ
ウ
な
ど
で
し
た
。
マ
イ
ヅ
ル
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ソ
ウ
の
花
で
は
、
雄
し
べ
、
雌
し
べ
、

子
房
な
ど
を
ル
ー
ペ
で
じ
っ
く
り
観
察

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
ぼ
み
は
、

ホ
オ
ノ
キ
、
シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
な
ど
で
、

開
花
は
も
う
少
し
先
に
な
る
と
思
い
ま

す
。 途

中
、
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
の
た
め
糞
場
や

エ
ゾ
シ
カ
の
樹
木
の
食
べ
跡
と
糞
が
散

策
路
で
確
認
で
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
体
の
特
徴
や
生
態
を
説
明
し

ま
し
た
。 

手
稲
山
の
自
然
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
(

高
田
敏
文) 

 

 

千
歳
市 

「
春
の
紋
別
岳
」
観
察

会 

２
０
１
８
・
5
・
26 

 

例
年
よ
り
雪
解
け
が
早
く
、
頂
上
付

近
の
北
側
の
道
路
に
い
く
ら
か
雪
が
残

っ
て
い
る
程
度
で
し
た
。 

登
山
口
か
ら
少
し
登
っ
た
と
こ
ろ
に

は
、
コ
ン
ロ
ン
ソ
ウ
・
ツ
ル
ネ
コ
ノ
メ

ソ
ウ
・
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
な
ど
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。
オ
オ
バ
キ
ス
ミ
レ
は
例
年

2
～
3
合
目
止
ま
り
で
し
た
が
、
今
年

は
か
な
り
上
ま
で
咲
い
て
い
ま
し
た
。

5 

合
目
辺
り
よ
り
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ

が
咲
き
、
８
合
目
辺
り
で
は
蕾
で
し
た
。 

崩
落
防
止
用
の
石
垣
の
上
の
方
に
、
20

㎝
ぐ
ら
い
の
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
が
１
本

だ
け
咲
い
て
い
ま
し
た
。 

頂
上
付
近
に
は
コ
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ

が
幾
本
も
咲
い
て
い
ま
し
た
。
頂
上
か

ら
の
眺
め
は
、
少
し
か
す
ん
で
い
る
程

度
で
し
た
。 

ツ
ツ
ド
リ
や
小
鳥
の
声
は
聞
こ
え
る

も
の
の
、
若
葉
が
出
て
き
た
の
で
、
姿

を
見
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
で
も
、

４
合
目
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
で
、
近
く
に

キ
ビ
タ
キ
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
る
の

で
、
探
し
て
い
る
と
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

オ
オ
イ
タ
ド
リ
に
イ
タ
ド
リ
ハ
ム
シ

が
い
ま
し
た
。 

 
 

(

谷
口
勇
五
郎) 

  
千
歳
市 

「
初
夏
の
ウ
ト
ナ
イ
湖
」

観
察
会 

２
０
１
８
・
６
・
２ 

 

植
物
は
一
週
間
遅
れ
の
感
じ
で
し
た

が
、
天
候
に
恵
ま
れ
良
い
観
察
会
に
な

り
ま
し
た
。 

観
察
で
き
た
植
物
（
花
）
・
動
物
・
昆

虫
な
ど 

 

木
本
：
ラ
イ
ラ
ッ
ク
・
カ
ラ
マ
ツ
・ 

ヤ
マ
ウ
ル
シ
・
オ
ニ
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド

キ
・
エ
ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ
・
ズ
ミ
・ 

 
 

チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ミ
シ
・
ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ 

草
本
：
ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
・
セ 

ン
ト
ウ
ソ
ウ
・
ヒ
メ
イ
ズ
イ
・
ク
サ
ノ

オ
ウ
・
ヒ
メ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
・
コ
ウ
ラ
イ

テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
・
コ
ン
フ
リ
ー
・
セ

イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
・
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
・

オ
オ
ア
マ
ド
コ
ロ
・
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
・

ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
・
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ヤ

ク
ソ
ウ
・
シ
コ
タ
ン
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
・
シ

ロ
ス
ミ
レ
・
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
・

ヒ
メ
ス
イ
バ
・
オ
オ
ヤ
マ
フ
ス
マ
・
サ

サ
バ
ギ
ン
ラ
ン
・
ハ
マ
ハ
タ
ザ
オ
・
オ

オ
バ
ナ
ミ
ミ
ナ
グ
サ 

鳥
類
：
ウ
グ
イ
ス
（
s
）・
セ
ン
ダ
イ 

ム
シ
ク
イ
（
ｓ
）・
ク
ロ
ツ
グ
ミ
（
ｓ
）
・

ツ
ツ
ド
リ
（
ｓ
）
・
キ
ジ
バ
ト
（
ｓ
）
・

ト
ビ
・
オ
オ
ジ
シ
ギ
・
ノ
ゴ
マ
（
ｓ
）
・

カ
ッ
コ
ウ
（
ｓ
） 

魚
類
： 

昆
虫
：
カ
ク
モ
ン
ヒ
ト
リ
（
幼
）・
ジ 

ョ
ウ
カ
イ
ボ
ン
・
ヨ
シ
カ
レ
ハ
（
幼
）
・

ユ
ウ
マ
ダ
ラ
シ
ャ
ク
ガ
・
ク
ロ
ヤ
マ
ア

リ
・
エ
ゾ
ア
カ
ヤ
マ
ア
リ
の
集
団
巣 

 

植
物
の
生
育
が
遅
れ
て
い
る
わ
り
に

は
多
く
の
花
を
観
察
で
き
、
ま
た
、
野

鳥
の
鳴
き
声
も
多
く
参
加
者
に
は
満
足

い
た
だ
い
た
。 

 
 

(

宮
本 

健
市) 

  

当
別
町 

「
北
海
道
医
療
大
学
」

観
察
会 

２
０
１
８
・
６
・
23 

 

初
夏
の
草
花
・
木
々 

予
報
と
違
っ
て
、
肌
寒
さ
を
感
じ
さ

せ
る
お
天
気
で
し
た
が
、
北
海
道
新
聞

に
「
堀
田
清
の
薬
草
帳
」
を
連
載
中
の
、

北
海
道
医
療
大
学
の
堀
田
准
教
授
の
案

内
が
人
気
だ
っ
た
よ
う
で
、
多
く
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。 

薬
草
植
物
園
の
北
側
に
隣
接
す
る

「
わ
た
な
べ
山
」
を
中
心
に
、
広
大
な

自
然
林
の
「
北
方
系
生
態
観
察
園
」
を

観
察
し
ま
し
た
。 

春
植
物
の
カ
タ
ク
リ
は
、
す
で
に
地

面
に
実
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。
エ
ン

レ
イ
ソ
ウ
は
、
至
る
所
で
こ
ろ
ん
と
し

た
黒
い
実
（
ア
オ
ミ
も
あ
り
）
を
付
け

て
い
ま
し
た
。
栽
培
し
て
い
る
薬
用
植

物
ト
ウ
キ
（
当
帰
）
の
葉
を
手
で
も
ん

で
、
香
り
の
感
じ
方
が
人
に
よ
っ
て
異

な
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
散
策
路
の

一
部
が
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

そ
こ
か
ら
引
き
返
し
ま
し
た
。 

観
察
し
た
花
な
ど
は
、
チ
シ
マ
ア
ザ

ミ
、
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
、
ツ
ル
ア
ジ

サ
イ
、
サ
イ
ハ
イ
ラ
ン
、
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ

ニ
ン
ニ
ク
、
サ
ル
メ
ン
エ
ビ
ネ
、
ク
ル

マ
バ
ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
な
ど
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

 

(

石
岡
真
子) 

 

 

石
狩
市 

「
花
川
南
防
風
林
」
観

察
会 

 
 

２
０
１
８
・
７
・
14 

 

花
川
南
防
風
林
の
草
花
・
木
々
・
野
鳥 

現
在
の
海
岸
線
で
あ
る
石
狩
砂
丘
と

平
行
に
、
約
６
０
０
０
年
前
に
海
岸
線

で
あ
っ
た
紅
葉
山
砂
丘
の
痕
跡
が
、
花

自然観察 126 号(12) 



 

川
南
防
風
林
に
あ
り
ま
す
。
高
低
差
数

メ
ー
ト
ル
の
砂
丘
地
形
は
、
植
生
の
違

い
に
も
現
れ
ま
す
。
ま
ず
、
防
風
林
縁

の
日
当
た
り
の
良
い
と
こ
ろ
で
、
エ
ゾ

ノ
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
・
オ
ニ
グ
ル
ミ
・

ホ
オ
ノ
キ
・
ヤ
マ
グ
ワ
な
ど
の
樹
木
の

実
を
観
察
。
林
縁
の
下
草
が
刈
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
チ
ョ
ウ
ジ
ソ
ウ
・
オ
オ

ア
マ
ド
コ
ロ
・
マ
ム
シ
グ
サ
・
マ
イ
ヅ

ル
ソ
ウ
・
ナ
ニ
ワ
ズ
・
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ

な
ど
の
実
を
観
察
し
ま
し
た
。
防
風
林

南
端
の
発
寒
川
近
く
か
ら
森
の
中
に
入

り
ま
し
た
が
、
ド
ロ
ノ
キ
の
綿
毛
（
柳

絮
）
が
至
る
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
防

風
林
の
低
い
と
こ
ろ
に
は
、
ヤ
チ
ダ

モ
・
ハ
ン
ノ
キ
・
ト
ク
サ
な
ど
湿
地
を

好
む
植
物
が
生
育
し
、
希
少
種
で
あ
る

チ
ョ
ウ
ジ
ソ
ウ
や
ク
ロ
ミ
サ
ン
ザ
シ
と

共
に
、
か
つ
て
発
寒
川
の
氾
濫
原
と
し

て
か
な
り
湿
っ
た
環
境
だ
っ
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
紅
葉
山
砂
丘
の
高
い
と
こ

ろ
で
は
ク
ル
マ
ユ
リ
・
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ

ウ
の
花
、
ク
ゲ
ヌ
マ
ラ
ン
の
実
を
観
察

し
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
(

石
岡
真
子) 

  

札
幌
市
北
区 

「
屯
田
防
風
林
」

観
察
会 

 ２
０
１
８
・
７
・
14 

夏
の
屯
田
防
風
林
と
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
の

観
察
会 

連
日
の
雨
と
寒
気
で
当
日
の
天
候
と

開
花
の
状
況
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

ス
タ
ー
ト
時
は
太
陽
が
の
ぞ
く
好
天
と

な
り
ま
し
た
。 

屯
田
防
風
林
は
誰
が
何
の
目
的
で
作
っ

た
の
か
。
そ
こ
に
群
生
す
る
オ
オ
ウ
バ

ユ
リ
の
生
態
に
つ
い
て 

観
察
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
明
治
22
年
に
最
後
の
屯

田
兵
と
し
て
入
植
、
屯
田
開
基
１
３
０

年
、
そ
し
て
「
ポ
プ
ラ
通
り
」（
通
称 

屯

田
防
風
林
）
が
、
屯
田
兵
が
自
然
林
を

残
し
、
コ
の
字
形
に
農
作
物
を
東
風
か

ら
守
る
た
め
「
ヤ
チ
ダ
モ
・
シ
ラ
カ
ン

バ
・
ポ
プ
ラ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ナ
ナ
カ
マ

ド
等
」
を
植
樹
し
約
8

ｋｍ
の
防
風
林
を

作
っ
た
。
平
成
に
入
り
札
幌
市
が
国
か

ら
約
2.2

ｋｍ
を
購
入
、
建
設
省
の
支
援
を

受
け
て
、
健
康
保
安
林
と
し
て
整
備
。

開
通
２０
年
で
す
。
今
や
地
域
の
健
康
と

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

森
林
と
云
う
環
境
の
中
で
「
オ
オ
ウ

バ
ユ
リ
が
群
生
」
、
今
年
は
カ
ラ
ス
の
被

害
も
少
な
く
、
ま
た
、
春
の
芽
吹
き
も

多
く
幸
運
に
も
当
日
は
満
開
日
と
な
り

ま
し
た
。「
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
」
の
壮
観
な

群
落
を
観
賞
し
、
そ
の
生
態
（
種
子
繁

殖
、
栄
養
繁
殖
）
な
ど
を
勉
強
し
ま
し

た
。
ま
た
、
特
別
参
加
の
道
ア
イ
ヌ
協

議
会
、
梄
木
さ
ん
よ
り
、
オ
オ
ウ
バ
ユ

リ
は
貴
重
な
食
糧
で
あ
っ
た
こ
と
等
、

ア
イ
ヌ
の
歌
の
披
露
も
あ
り
、
参
加
者

一
同
感
激
に
浸
り
ま
し
た
。
こ
の
防
風

林
は
私
達
の
貴
重
な
「
街
中
の
自
然
」

と
し
て
後
世
に
引
き
継
い
で
行
く
こ
と

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 (

木
村
美
太
郎) 

 

苫
小
牧
市 

「
夏
の
錦
大
沼
」

観
察
会 

２
０
１
８
・
７
・
15 

残
念
な
が
ら
の
雨
。
途
中
で
雨
が
強

く
な
り
、
予
定
の
時
間
よ
り
早
く
終
わ

り
残
念
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 し

か
し
参
加
者
は
多
少
の
雨
で
も
へ

た
ら
な
い
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

草
花
は
少
な
い
が
、
木
は
サ
ル
ナ
シ
の

花
や
、
カ
ン
ボ
ク
、
ナ
ツ
ハ
ゼ
が
遅
れ

な
が
ら
咲
い
て
い
ま
し
た
。 

花
の
終
わ
っ
た
木
に
は
果
実
や
種
が

し
っ
か
り
と
成
長
し
て
い
る
の
が
確
認

さ
れ
ま
す
。 

雨
と
冷
害
が
心
配
さ
れ
る
当
地
方
で

す
が
、
強
い
実
を
付
け
て
子
孫
を
増
や

す
姿
を
見
守
っ
て
生
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 (

白
崎 

均) 

  

千
歳
市 

「
秋
の
紋
別
岳
」
観
察

会 
 
 

 

 
 
 
 

２
０
１
８
・
９
・
１ 

 
風
は
少
な
く
晴
れ
た
日
で
、
眺
め
は

良
好
で
し
た
。
紅
葉
の
時
期
は
ま
だ
で

す
が
、
風
で
落
ち
た
葉
が
か
な
り
あ
り

ま
し
た
。
ミ
ズ
ナ
ラ
の
木
が
あ
っ
た
の

で
、
持
参
し
た
カ
シ
ワ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・

コ
ナ
ラ
の
小
枝
の
葉
と
果
実
の
な
り
か

け
を
見
せ
な
が
ら
始
め
ま
し
た
。
ド
ン

グ
リ
や
付
属
す
る
殻
斗
（
か
く
と
：
俗

に
は
か
ま
）
の
比
較
を
し
ま
し
た
。
そ

の
木
に
は
イ
ワ
ガ
ラ
ミ
が
と
り
つ
き
、

花
が
終
わ
り
、
飾
り
花
が
数
個
し
か
残

っ
て
い
ま
せ
ん
。
隣
に
は
ハ
リ
ギ
リ
が

あ
り
、
花
が
終
わ
り
、
果
実
が
で
き
か

け
て
い
ま
し
た
。 

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
・
ユ
ウ
ゼ
ン
ギ
ク
・

ク
サ
ノ
オ
ウ
・
ヤ
ブ
マ
メ
・
オ
オ
イ
タ

ド
リ
・
オ
オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
・
ツ
ユ
ク

サ
な
ど
は
、
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

支
笏
湖
に
流
入
す
る
シ
リ
セ
ツ
ナ
イ

川
（
温
泉
地
の
飲
料
水
と
ヒ
メ
マ
ス
の

養
殖
用
水
）
の
近
く
に
、
ミ
ソ
ガ
ワ
ソ

ウ
（
シ
ソ
科
：
木
曽
川
の
支
流
に
ち
な

む
）
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
し

か
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ラ
シ

ナ
シ
ョ
ウ
マ
・
ヤ
マ
ハ
ギ
・
セ
ン
ボ
ン

ヤ
リ
の
閉
鎖
花
・
ネ
ジ
バ
ナ
ヤ
マ
ハ
ハ

コ
な
ど
の
花
。
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
・
オ

オ
カ
メ
ノ
キ
・
シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
な
ど
の

実
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
キ
ア
カ
ネ
や
、

ト
カ
ゲ
や
カ
ナ
ヘ
ビ
の
幼
体
も
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 

(

谷
口
勇
五
郎) 
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嵐
山
公
園 

 
 

２
０
１
８
・
３
・
18 

旭
川
市 

西
高
利
一 

 

ま
だ
残
雪
深
い
3
月
18
日
、
旭
川
北

邦
野
草
園(

公
園
セ
ン
タ
ー
～
展
望
台
往

復)

に
て
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
使
用
の
自
然
観

察
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
数
頭
の
鹿
に
出
会
い
、
1
ｍ

ほ
ど
皮
を
食
べ
ら
れ
た
立
木
や
小
枝
ま

で
食
べ
ら
れ
た
倒
木
な
ど
獣
害
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ
に
遭
遇
。

お
初
に
お
目
に
か
か
れ
て
し
ば
し
観
察
。

ア
カ
ゲ
ラ
な
ら
何
度
も
見
た
が
、
旭
川

で
も
何
種
類
か
の
キ
ツ
ツ
キ
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
の
こ
と
。 

 

展
望
台
よ
り
旭
川
市
を
眺
望
し
た
の

ち
帰
路
へ
。
今
度
は
エ
ゾ
リ
ス
を
見
か

け
、
最
後
に
は
守
り
神
ま
で
観
察
で
き

ま
し
た
。 

 

そ
う
そ
う
キ
ツ
ネ
と
犬
の
足
跡
の
違

い
も
教
わ
り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
次
会
の
神
居
古
潭
も
参
加
予

定
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

ピ
ン
ニ
の
森
自
然
観
察
会
に
参
加 

し
て 

 ２
０
１
８
・
５
・
１
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
邊
和
文 

前
回
の
「
植
樹
会
」
に
続
き
、
ピ
ン

ニ
の
森
を
訪
れ
た
。
あ
い
に
く
の
小
雨

模
様
も
手
伝
っ
て
、
3
週
間
ぶ
り
の
森

は
新
緑
特
有
の
生
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。 

 

過
去
に
森
林
科
学
を
専
攻
し
た
も
の

の
、
登
山
好
き
が
高
じ
て
足
下
に
展
開

す
る
小
さ
な
命
に
目
を
向
け
る
こ
と
は

稀
で
あ
っ
た
。
マ
ダ
ニ
に
気
を
付
け
な

が
ら
、
可
憐
に
咲
く
花
の
見
分
け
方
や

食
用
の
可
否
、
外
来
種
か
ら
園
芸
種
に

い
た
る
講
師
の
丁
寧
な
話
は
、
こ
の
日

の
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。 

 

ヤ
コ
ブ
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル

が
唱
え
る
「
環
世
界
」
の
概
念
に
よ
れ

ば
、
こ
の
森
の
ど
こ
か
に
潜
む
マ
ダ
ニ

は
、
宿
主
の
酪
酸
臭
と
体
毛
し
か
知
覚

で
き
な
い
ら
し
い
。
そ
れ
に
比
べ
た
ら
、

私
た
ち
人
間
は
、
彼
ら
よ
り
は
る
か
に

豊
か
に
「
ピ
ン
ニ
の
森
」
を
感
じ
と
れ

る
は
ず
だ
。 

か
つ
て
、
こ
の
国
の
ど
こ
で
も
当
た

り
前
に
あ
っ
た
「
里
山
」
の
維
持
に
は
、

「
手
入
れ
」
が
欠
か
せ
な
い
と
養
老
孟

さ
ん
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
未
来

の
子
供
た
ち
に
安
心
し
て
残
せ
る
よ
う
、

温
暖
化
に
代
表
さ
れ
る
環
境
の
激
変
に

も
耐
え
る
よ
う
、
生
物
多
様
性
に
配
慮

し
た
森
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。 

 

神
居
古
潭 

２
０
１
８
・
5
・
20 

旭
川
市 

尾
崎 

潤 
 
 

旭
川
市
内
で
配
布
さ
れ
る
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー
「
ラ
イ
ナ
ー
」
に
て
、
本
自
然

観
察
会
の
実
施
予
定
を
知
り
、
私
共
夫

婦
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

旭
川
市
内
に
転
居
し
て
約
一
年
、
身

近
な
地
域
に
自
然
環
境
に
接
す
る
機
会

が
多
い
土
地
柄
、
特
に
「
ア
イ
ヌ
の
伝

承
の
地
」「
古
（
い
に
し
え
）
よ
り
神
の

居
る
場
所
」
と
し
て
の
神
居
古
潭
に
深

い
興
味
と
強
い
関
心
が
あ
っ
て
の
本
企

画
、
そ
の
中
で
も
自
然
環
境
と
動
植
物

の
知
見
を
高
め
る
絶
好
の
機
会
で
し
た
。 

 

見
学
経
路
上
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
皆

様
の
慧
眼
溢
れ
る
御
教
示
、
オ
オ
バ
ナ

ノ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
や
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
の

小
さ
く
も
可
憐
な
花
々
に
心
を
奪
わ
れ

る
事
が
し
ば
し
で
し
た
。 

 

ま
た
野
鳥
の
生
態
に
触
れ
る
事
も
出

来
、
身
近
に
隼
を
観
察
で
き
た
事
は
非

常
に
貴
重
な
経
験
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
様
な
豊
か
な
自
然
環
境
を
市
内

か
ら
わ
ず
か
１
時
間
程
度
の
場
所
に
擁

す
る
神
居
古
潭
は
正
に
旭
川
市
の
宝
で

あ
り
、
自
然
資
産
で
あ
る
事
を
再
認
識

す
る
に
至
り
ま
し
た
。
最
後
に
協
議
会

の
皆
様
の
本
企
画
へ
の
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
今
後
益
々
の
更
盛
を
祈

念
致
し
ま
す
。 

 

春
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
観
察
会 

２
０
１
８
・
5
・
20 

雄
武
町 

石
山
栄
美
子 

 

「
は
じ
め
ま
し
て
」
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

で
、
グ
ッ
と
親
近
感
を
増
し
た
方
々
と

の
「
春
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
観
察
会
」
は
、

中
味
の
濃
い
新
発
見
続
々
の
一
日
で
し

た
。 

 

開
花
後
、
緑
色
の
玉
を
付
け
て
い
る

キ
タ
ミ
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
を
皮
切
り
に
、

図
鑑
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
川
鵜
と
、

驚
く
ば
か
り
の
コ
ロ
ニ
ー
の
存
在
。
丁

寧
な
相
原
さ
ん
の
観
察
ポ
イ
ン
ト
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
、
一
日
中
観
察
し
て

い
た
い
心
境
で
し
た
。 

 

そ
の
後
が
ま
た
、
ワ
ク
ワ
ク
な
出
会

い
ば
か
り
。
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は

卵
観
察
だ
け
で
な
く
、
現
地
で
塩
分
濃

度
計
測
し
て
の
生
態
系
の
疑
問
や
、
不

思
議
の
解
説
に
心
か
ら
納
得
で
す
。 

 

サ
ロ
マ
湖
形
成
、
路
頭
、
常
呂
遺
跡

見
学
で
、
億
単
位
の
昔
に
思
い
を
は
せ

な
が
ら
、
手
づ
く
り
の
「
観
察
会
の
し

お
り
」
は
、
今
日
の
宝
物
に
な
り
ま
し

た
。 

 

「
楽
し
か
っ
た
!! 

ま
た
参
加
し
よ

う
ね
」
が
、
祖
母
、
娘
、
孫
の
ご
と
き

年
齢
構
成
で
参
加
し
た
私
達
4
名
の
一

致
し
た
感
想
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

  

参
加
者
の
声 
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「
奇
跡
の
自
然
砂
浜
海
岸
オ
タ
ネ

浜
を
歩
く
」
の
観
察
会
に
参
加
し

て  
２
０
１
８
・
６
・
17 

札
幌
市 

鈴
木 

智 

参
加
要
領
に
帽
子
、
水
と
あ
り
準
備

し
て
臨
み
ま
し
た
が
、
ほ
ど
良
い
気
温
、

曇
天
、
時
折
優
し
い
風
で
、
と
て
も
条

件
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。 

河
川
沿
い
に
歩
き
海
岸
を
歩
く
コ
ー

ス
で
ど
ん
な
発
見
が
、
ま
た
一
緒
に
参

加
す
る
方
や
指
導
員
の
方
と
ど
ん
な
会

話
が
で
き
る
か
期
待
し
て
の
参
加
で
し

た
。 

 

河
川
沿
い
に
は
、
ほ
と
ん
ど
日
常
見

か
け
る
外
来
植
物
や
在
来
種
で
し
た
が
、

皆
が
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
の
花
に
い
ろ
い
ろ

な
意
見
や
自
分
の
経
験
、
知
識
を
語
る

の
を
聞
く
の
は
楽
し
い
こ
と
で
す
。
ブ

タ
ナ
、
ヨ
モ
ギ
、
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
ス
ト
ー
リ
ー
を
楽
し
く

聞
き
ま
し
た
。 

 

海
岸
に
出
る
と
集
落
に
つ
い
て
の
話

と
園
芸
種
の
花
の
存
在
が
以
前
、
人
が

暮
ら
し
て
い
た
証
し
だ
と
説
明
を
受
け
、

興
味
深
く
思
い
ま
し
た
。 

 

た
だ
、
バ
ギ
ー
車
の
跡
の
自
然
回
復

力
や
風
力
発
電
工
事
進
行
に
伴
う
地
下

水
位
の
変
動
が
生
態
系
に
与
え
る
影
響

な
ど
テ
ー
マ
が
て
ん
こ
盛
り
過
ぎ
て
、

奇
跡
の
自
然
海
岸
テ
ー
マ
が
ぼ
や
け
た

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。 

 

「
星
置
川
生
き
物
」
観
察
会 

２
０
１
８
・
７
・
８ 

札
幌
市 

伊
藤
颯
真 

 

  

き
ょ
う
ほ
し
お
き
川
に
行
っ
て
、
ほ

し
お
き
川
に
い
る
生
物
の
か
ん
さ
つ
に

行
き
ま
し
た
。 

天
気
は
と
て
も
よ
く
て
、
じ
っ
さ
い

に
川
に
入
っ
て
み
た
ら
、
前
の
日
、
雨

が
ふ
っ
た
の
で
、
川
の
流
れ
が
早
か
っ

た
で
す
。
川
の
ふ
か
さ
は
ふ
か
い
と
こ

ろ
で
、
お
と
う
さ
ん
の
ひ
ざ
く
ら
い
で

し
た
。
み
さ
わ
コ
ー
チ
と
い
っ
し
ょ
に

大
き
な
あ
み
を
使
っ
て
ウ
キ
ゴ
リ
や
ヘ

ビ
ト
ン
ボ
な
ど
を
つ
か
ま
え
ま
し
た
。 

ほ
か
に
は
ウ
グ
イ
、
ヤ
マ
ベ
、
エ
ビ

な
ど
が
い
ま
し
た
。 

み
じ
か
い
時
間
で
い
ろ
い
ろ
な
生
き

物
を
た
く
さ
ん
つ
か
ま
え
て
、
と
て
も

べ
ん
き
ょ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

花
川
南
防
風
林
」
観
察
会 

２
０
１
８
・
７
・
14 

石
狩
市 

竹
田
芳
範 

 

 

実
は
、
２
０
１
６
年
の
秋
に
知
人
か

ら
石
狩
で
チ
ョ
ウ
ジ
ソ
ウ
を
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
よ
と
教
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
場
所
が
花
川
南
防
風
林
で

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
全
く
何
も
知
ら
な

い
花
で
し
た
。
長
い
冬
が
終
わ
る
の
を

待
っ
て
、
待
っ
て
去
年
初
め
て
本
物
に

出
会
っ
た
と
き
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ

ま
せ
ん
。
ど
う
や
ら
私
は
青
色
や
紫
色

の
花
が
好
き
な
よ
う
で
す
。
例
え
ば
フ

デ
リ
ン
ド
ウ
、
タ
チ
ギ
ボ
ウ
シ
、
サ
ワ

ギ
キ
ョ
ウ
。 

 

今
年
の
6
月
5
日
に
こ
の
地
に
来

た
と
き
は
、 

チ
ョ
ウ
ジ
ソ
ウ 

は
ほ
ぼ

満
開
で
し
た
が
、
花
は
こ
の
日
ま
で
に

果
実
に
変
化
し
て
い
ま
し
た
。
果
実
は

二
叉
に
分
か
れ
た
太
め
の
楊
枝
の
よ
う

で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
鞘
の
中

の
画
像
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

不
可
思
議
な
形
を
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
ま
わ
り
に
あ
っ
た
オ
オ
ア
マ
ド
コ

ロ
も
花
は
終
わ
っ
て
い
て
、
黄
緑
色
の

丸
い
種
子
が
た
わ
わ
に
ぶ
ら
下
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

次
に
、
防
風
林
の
東
端
へ
行
き
、
ラ

ン
科
の
エ
ゾ
ス
ズ
ラ
ン
を
い
っ
ぱ
い
見

た
後
、
ス
タ
ッ
フ
の
I
さ
ん
が
言
っ
て

い
た
、「
珍
し
い
キ
ノ
コ
を
見
ら
れ
ま
す

よ
」
の
方
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。 

「
こ

れ
が
そ
う
で
す
よ
」
と
言
う
方
に
目
を

や
る
と
、
先
端
に
赤
い
部
分
が
あ
る
、

棒
状
の
キ
ノ
コ
が
地
面
に
生
え
て
い
ま

し
た
。 

 

こ
ん
な
形
の
キ
ノ
コ
も
あ
る
ん
だ
と

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
聞
け
ば
、
キ
ノ
コ

の
先
端
部
分
に
は
悪
臭
を
放
つ
濃
い
オ

リ
ー
ブ
色
の
粘
液(

グ
レ
バ)

が
付
着
し

て
、
そ
の
グ
レ
バ
が
放
つ
匂
い
に
つ
ら

れ
て
虫
が
集
ま
る
ん
だ
そ
う
で
す
。 

 

会
の
終
盤
は
ク
ル
マ
ユ
リ
、
ギ
ン
リ

ョ
ウ
ソ
ウ
、
ウ
メ
ガ
サ
ソ
ウ
、
イ
チ
ヤ

ク
ソ
ウ
の
観
察
で
し
た
。
地
元
石
狩
に
、

こ
ん
な
に
も
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 
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感
動
! 

出
会
い
! 

驚
き
! 

 

一
つ
目
小
僧
と
の
出
会
い 

 

以
前
に
も
見
た
が
、
今
回
も
近
く
の
山

で
見
た
。
一
つ
目
小
僧
を
! 

こ
の
一
つ
小
僧
に
見
え
る
の
は
、
白
樺

の
枝
が
折
れ
た
箇
所
に
発
生
す
る
も
の
。 

 
 

薄
暮
か
ら
夜
に
か
け
て
遠
く
か
ら
見
る

と
、
木
肌
の
白
を
バ
ッ
ク
に
一
つ
目
が
浮

か
び
上
が
っ
て
、
あ
た
か
も
水
木
し
げ
る

の
妖
怪
の
一
つ
の
「
一
つ
目
小
僧
」
の
目

に
見
え
て
く
る
。 

真
っ
暗
な
山
道
を
酒
に
酔
っ
た
人
が
、

道
の
傍
に
立
つ
こ
の
よ
う
な
木
に
出
く
わ

し
た
ら
、
一
つ
目
小
僧
が
出
た
と
思
う
だ

ろ
う
。
妖
怪
の
一
つ
目
小
僧
の
正
体
を
見

た
り
と
感
動
す
る
な
り
、
驚
い
た
。 

(

村
元
健
治) 

 



 

☆第 126 号をお送ります。今回は、研修会報告が多くを占め

ています。なかなか、皆さま方のご参加が難しいようで、企画・

主催した側にとって、残念なことと思っています。全ての研修会

に参加するのは、難しいものと思いますが、興味・関心ある研修

会にはぜひ、ご参加願いますようよろしくお願い申し上げます。 

☆昨年度から、諸般の事情で会報の発行は年３回となりました。発行回数が１回減りました

が、掲載する記事の分量は変わりません。そのようなことで、とくにウオッチングレポートを

中心に折角、原稿を送付いただいても掲載が遅れ気味で執筆者にご迷惑をかけていました。 

そこで今回から、「ウオッチンクレポート」と「参加者の声」の欄の体裁を縦書きとし、文

字自体も少し小さくして極力、沢山掲載するように変えてみました。少し読みづらいきらいは

あると思いますが、よろしく願います。 

☆会員名簿、ようやく出来上がりましたので、同封いたします。結局、従来スタイルと変わ

らないものとなりましたが、くれぐれも個人情報ですので、管理には十分、気を付けてくださ

いますようよろしくお願い申し上げます。 

☆６月８日付けで「生物多様性さっぽろ応援宣言団体」として登録 

札幌市が募集している「生物多様性さっぽろ応援宣言企業・団体」に、宣言文「自然観察会 

活動をとおして多くの人々と自然について語り、自然に親しみながら、自然と調和する方法を

探求し、このかけがえのない自然をより良い姿で子孫に残そうとするものである」を添えて応

募しました。今後、ロゴマークを活 用し、市民に生物多様性の大切さを伝えて

いきます。 

ロゴマークは、以下の通りです。 

 

☆124 号から始めている自然観 察、探索の際、体験した感動、驚き等を紹

介するコラム「感動! 驚き! 出会い!」について皆様の投稿をお願いします。字数は 400 字

ほど、写真も 1 枚添付願います。編集部までお送り願います。(村元)   
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